
　事業所から排出されるごみには、オフィスや商店、サービス業など業種
や業態を問わず、OA紙や新聞、雑誌、段ボールなどの紙類が多く含まれ
ています。
　近年、IT化によるペーパーレス化が進むなど、紙の使用量は削減しやす
い環境にあります。
　紙類の資源化は、他の廃棄物と比べ、比較的簡単に取組むことができ、
効果が出やすいのが特徴です。
　一般的にリサイクルには費用がかかることが多いですが、紙類は、質や
量によるものの、古紙回収業者等に無償で引き取ってもらえたり、場合に
よっては買い取ってもらえることもあり、ごみ処理費用の削減につながり
ます。ぜひ、紙ごみの減量とリサイクルに挑戦してみましょう。

本市では、ごみ減量のために、ごみの『４Ｒ運動』を推進しています。
４つのＲを基本に、環境と調和の図られた事業活動をお願いします。
前号のRefuse（リフューズ）につづき、今回は・・・

☆ごみを減らすには？
　４つの『R』の実行が重要です！

紙の分別始めませんか
～処理方法の見直しでコストも削減～

事業系ごみ減量情報紙

２番目に大切な行動、Reduce（リデュース）・・・
　　　　　　ごみとなるものを減量する！

◆ 日用雑貨や文具等は詰替え製品の利用　
◆ 長期間使用できる製品づくり　
◆ 生ごみは、しっかりと水切り
◆ パソコンの利用によるペーパーレス化や
 　両面コピーの励行による紙の使用量削減など
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ごみになるものは元から断つ

繰り返し使う

資源として再利用する

〈イメージ図〉

Refuse（リフューズ）

Reuse（リユーズ）

Recycle（リサイクル）

100㎏

50㎏削減！
処理費用削減！

再資源化へ

「新聞」「雑誌」
「ダンボール」
「OA紙」
「雑がみ」など
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分別

※禁忌品とは、紙以外の物を含む再生の妨げになる以下のものです。　

○裏カーボン紙、ノーカーボン紙　○感熱紙　○においの付いた紙
○防水加工された紙　○圧着はがき　○捺染紙　○感熱性発泡紙
○印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙、感光紙
○プラスチックフィルムやアルミ箔などを貼り合わせた複合素材の紙
○粘着物の付いた封筒　○金・銀などの金属が箔押しされた紙  など

リサイクルできる
紙の種類

禁忌品は
取り除いて
ください



堺 ムーSTYLE

「堺ムーSTYLE」のムーは
「ごみが無になる」の「無」
でもあるし「ムーやん」の
「ムー」でもあるよ！

　本市では、環境にやさしい取組みを積極的に行っている小売店等を「エコショップ」として認定しています。
　あなたのお店も、エコショップとして環境にやさしいお店づくりに参加しませんか。
　登録店舗の取組み内容については、市ホームページに掲載し、消費者へ情報発信します。

堺市環境啓発担当
堺市環境マスコットキャラクター

エコショップ参加店募集中！こんなこと
やってます！

ムーやんムーやんムーやん
ムーやんツイッター
アクセスしてね！

ごみが無くなる。「無がええやん」でムーやん

誕生日 5月30日（ごみゼロの日）

趣　味 ごみの減量、ごみ拾い

好きなこと みんなといっしょに、環境活動すること

特　徴

●プロフィール●
なまえ

ポリバケツのような帽子、ぽっちゃりしたからだ
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〒590-0078　堺市堺区南瓦町3番1号　TEL（072）228-7479　FAX（072）228-7063
（URL）http://www.city.sakai.lg.jp/

登録条件 ☆次の取組み項目のうち、いずれか一つ以上実施していること

○資源物の店頭回収
　◆缶、びん、ペットボトル、紙パック、トレー、インクカートリッジなど
○レジ袋の削減
　◆レジ袋の有料化、マイバック持参による値引きや特典提供など
○日用品の修理
　◆かばん、靴、衣類などの修理　※家電製品、車、自転車などを除く
○飲食店および食品小売店としての取組み
　◆持ち帰り容器の提供や、食べ切りメニューの設定など
　◆食べ切りサイズ食品の販売など
○その他
　◆エコマークのついた商品の販売、簡易包装の推進、消費者へ向けて
　　ごみの減量化やリサイクルの呼びかけを行っている。

申請方法
申請は随時受け付けています。
申請する場合は、エコショップ登録申請書を資源循環推進課まで提出してください。
内容を審査し、登録条件を満たしていればエコショップとして登録するとともに、
エコショップマークを交付します。

詳しくは下記のホームページをご覧ください。
エコショップホームページ　　
http://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/gomi/gomi_recy/recycle/eko/index.html

申請から登録までの流れ

申請書提出  ➡  現地確認  ➡  審査  ➡  認定  ➡  登録
エコショップ認定マーク

エコショップ
ホームページ


